






難治性喘息児は,頻発する発作のため対症療法に頼らざるを得ず,原因抗原の確

認が後まわしになる可能性がある。しかし,難治性喘息児においても一般喘息

と同じように,多くはアレルギーを基盤とする疾患と考えられているので,根本

的な治療を行なうには原因抗原の検索が最も重要である。

気管支喘息の原因抗原として,吸入性抗原,食物性抗原が小児では重要視されて

いる。ここでは吸入性抗原について,難治性喘息児 139 例に実施した即時型皮

内反応の成績を中心にのべてみたい。


